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著
者
紹
介

昭
和
三
年
︵
一
九
二
八
年
︶
福
島
県
生
ま
れ
︒

昭
和
二
〇
年
六
月
︑
古
河
高
等
航
空
機
乗
員
養
成
所
普
通
科
操
縦
科
を
卒
業
︑
一
等

操
縦
士
免
許
を
取
得
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同
年
七
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︑
陸
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航
空
輸
送
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操縦士、航空士、滑空士　法学士、そして弁護士

操
縦
士
、
航
空
士
、
滑
空
士

　
　
　法
学
士
、
そ
し
て
弁
護
士

一
　
彼
は
、
そ
の
と
き
一
七
歳
、
明
日
の
命
も
知
れ
ぬ
特
攻
要
員
だ
っ
た
。
同
期
の
五
〇
名
は
す
で
に
特
攻
隊
員
と
し
て

敵
艦
に
突
っ
込
む
猛
訓
練
中
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
も
そ
の
同
期
生
も
陸
海
軍
で
育
て
ら
れ
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
は
な

い
。
も
と
も
と
は
民
間
航
空
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
た
る
べ
く
長
い
期
間
を
か
け
て
、
大
事
に
育
て
ら
れ
た
少
年
た
ち
で
あ
る
。

昭
和
一
〇
年
代
の
初
期
、
亜
欧
連
絡
飛
行
で
名
を
挙
げ
た
神
風
号
の
飯
沼
飛
行
士
や
、
国
産
の
双
発
機
「
ニ
ッ
ポ
ン
」
号

で
世
界
一
周
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
中
尾
機
長
の
よ
う
な
先
輩
に
続
け
と
ば
か
り
、
大
空
に
あ
こ
が
れ
た
少
年
た
ち
は
、

あ
の
戦
時
下
、
逓
信
省
航
空
局
が
開
設
し
た
航
空
機
乗
員
養
成
所
に
入
り
、
猛
訓
練
を
受
け
た
の
で
あ
っ
た
が
、
卒
業
後

こ
と
志
と
違
い
、
軍
に
召
集
さ
れ
、
一
億
総
特
攻
の
名
の
下
、
風
前
の
灯
の
よ
う
な
境
涯
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二
　
彼
は
、
旧
制
の
県
立
中
学
二
年
を
終
え
る
や
、
一
〇
倍
以
上
の
難
関
を
突
破
し
、
航
空
機
乗
員
養
成
所
に
入
っ
た
。

生
徒
舎
に
起
居
す
る
軍
隊
式
日
課
で
、
衣
食
住
す
べ
て
が
官
費
、
少
額
な
が
ら
手
当
ま
で
支
給
さ
れ
る
。
最
初
の
一
年
は

グ
ラ
イ
ダ
ー
の
訓
練
だ
っ
た
。
初
級
機
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
）
に
続
い
て
中
級
機
（
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
）
を
履
修
、
二
年
目
の
初

知られざる＂航空機乗員養成所＂の実態を、数々の
論考や随筆等により浮き彫りにする。戦後、法曹界
に生涯を捧げた著者が綴った、航空機乗員養成所
に関する貴重な記録と在野法曹の課題と実情。

は
し
が
き

操
縦
士
、
航
空
士
、
滑
空
士
／
法
学
士
、
そ
し
て
弁
護
士

第
一
部

１　

飛
行
学
校
時
代

航
空
機
乗
員
養
成
所
始
末
記
─
そ
の
生
い
立
ち
か
ら
終
焉
ま
で

噫
！
　
航
空
機
乗
員
養
成
所

尽
き
ぬ
思
い
出

私
の
新
潟
時
代

岡
山
時
代
の
思
い
出

足
跡
─
米
子
の
六
ヵ
月

操
縦
日
誌
抄

民
間
飛
行
士
も
突
入
し
た

２　

在
野
法
曹
時
代

弁
護
士
と
し
て
の
歩
み

依
頼
者
の
不
満
に
答
え
る
─
自
省
的
弁
護
士
論

照
会
制
度
の
構
造
と
機
能

照
会
制
度
の
活
用
と
そ
の
限
界

弁
護
士
法
に
基
づ
く
照
会
制
度
と
公
務
所
等
の
回
答
義
務

宅
地
建
物
取
引
業
者
の
し
た
法
律
事
務
の
取
扱
と
弁
護
士
法
七
二
条

三
百
代
言
論
余
滴

会
務
雑
感
─
弁
護
士
会
の
副
会
長
と
し
て

３　

司
法
研
修
所
教
官
時
代

湯
島
日
誌
抄
─
民
事
弁
護
教
官
の
一
年

４　

都
労
委
時
代

雑
感
─
労
働
委
員
会
公
益
委
員
の
回
想

第
二
部

１　

名
曲
を
聴
く

２　

ゴ
ル
フ
私
記

３　

海
外
旅
行
の
思
い
出

あ
と
が
き

著
者
年
譜

著
者
目
録

目　

次
（
抜
粋
）
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